
2007

1.15
Ｎｏ.16

2007

1.15
Ｎｏ.16

■「パブリック・コメント
ご意見募集」

　　　　  ・・・3～4頁
■「越前市政
　　10大ニュース」

　　　　  ・・・5頁
■市民バス愛称募集

　　　　  ・・・7頁
■税の申告
　　　  ・・・10～11頁
■生活情報館・・・13頁

武
生
局
承
認

差
出
有
効
期
間

平
成
19
年
２
月

28
日
ま
で

料
金
受
取
人
払

住所

氏名　　　　　　　　　   年齢　  歳(男・女)

2
8
0

　市かるた協会が主催する「第19回新春
かるた事始め式」が1月4日、紫式部公園
無料休憩所「藤波亭」で開かれました。
　越前市はかるたが盛んで、約100人の
有段者がいるそうです。名人が誕生する
日も、そう遠くはないでしょう。

　市かるた協会が主催する「第19回新春
かるた事始め式」が1月4日、紫式部公園
無料休憩所「藤波亭」で開かれました。
　越前市はかるたが盛んで、約100人の
有段者がいるそうです。名人が誕生する
日も、そう遠くはないでしょう。

「パブリック・コメント」に関するご意見募集　係

〒９１５－８７９０

切
り
取
り
線

切
り
取
り
線

切り取り線



平成19年度当初予算
ご意見募集！

平成19年度当初予算
ご意見募集！

　
観
光
振
興
は
、
地
域
が
主
体
と
な
っ
た
総

合
的
な
ま
ち
づ
く
り
で
す
。
本
市
は
豊
か
な

自
然
と
歴
史
、
素
晴
し
い
伝
統
文
化
、
伝
統

芸
能
、
伝
統
工
芸
品
を
は
じ
め
、
四
季
折
々

の
味
覚
、
特
産
品
、
祭
り
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、

豊
富
な
観
光
資
源
を
数
多
く
有
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
観
光
の
将
来
像
を
探
り
な
が
ら
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が「
観
光
振
興
の
担
い
手
」

で
あ
る
と
い
う
意
識
の
醸
成
を
市
民
運
動
的

に
盛
り
上
げ
、「
も
て
な
し
の
心
」の
向
上
を

図
り
、観
光
客
の
増
加
を
図
る
た
め「
観
光
振

興
プ
ラ
ン
」を
策
定
し
ま
す
。

　
武
生
観
光
協
会
、
旅
行
代
理
店
、
市
内
観

光
客
誘
致
企
業
、
交
通
関
係
者
、
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
関
係
者
、
武
生
の
語
り
部
の
会

な
ど
観
光
に
た
ず
さ
わ
る
10
人
で
観
光
振
興

プ
ラ
ン
策
定
委
員
会
を
構
成
し
、
こ
れ
ま
で

に
５
回
の
委
員
会
を
開
催
し
、
素
案
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
経
緯

１ 
越
前
市
の
魅
力
発
信

　
魅
力
的
な
情
報
の
効
果
的
な
発
信

①
観
光
情
報
蓄
積
発
信
機
能
の
強
化

②
情
報
収
集
、
蓄
積
能
力
の
強
化

③
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
具
体
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
推
進

２ 

観
光
資
源
の
開
発

　
観
光
資
源
の
発
掘
と
活
用

①
歴
史
文
化
の
薫
り
漂
う
観
光
資
源
の
活
用

②
自
然
と
ふ
れ
あ
う
観
光
の
推
進

③
食
文
化
の
観
光
資
源
化

④
体
験
観
光
の
推
進

⑤
産
業
観
光
の
推
進

３ 

受
け
入
れ
態
勢
の
整
備

　「
も
て
な
し
の
心
」の
向
上

①
交
通
ア
ク
セ
ス
の
整
備
と

　
誘
導
サ
イ
ン
充
実

②
観
光
拠
点
機
能
施
設
の
整
備

③
温
か
く
迎
え
る
仕
組
み
づ
く
り

④
観
光
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
と
語

り
部
の
養
成

４ 

観
光
イ
ベ
ン
ト
の
充
実

　
イ
ベ
ン
ト
の
充
実
と
広
域
で
の
地
域
連
携

①
た
け
ふ
菊
人
形
の
振
興
と
連
携

②
継
体
大
王
ゆ
か
り
の
地
の
観
光
振
興

③
万
葉
ロ
マ
ン
の
推
進

④
市
民
・
民
間
と
の
協
働
に
よ
る
観
光
振
興

切
り
取
り
線

切
り
取
り
線

切り取り線

新年のごあいさつ

越前市長　奈良 俊幸

問
合
先
　
秘
書
課
広
報
広
聴
室

　
1(

２
２)

３
４
２
８

　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
２
４
）３
３
０
７

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
　

　k
o
u
ty
o
u
@
city
.ech
izen
.lg
.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　h
ttp
://w

w
w
.city

.e
ch
ize
n
.lg
.jp

　
掲
載
の
ハ
ガ
キ
に
意
見
を
記
入

し
、
切
り
取
っ
て
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。（
切
手
不
要
）

締
切
日
　
２
月
４
日
(日)
　

（
当
初
予
算
は
１
月
29
日
(月)
）

※
ご
意
見
は
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子

メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

自由にご意見をお書きください

●問合先

観光振興課

1（22）3007  FAX（21）0032
電子メールアドレス
kankou@city.echizen.lg.jp

「観光振興プラン」「観光振興プラン」
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皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

　 

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

　 

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

　 

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

どの計画について意見を述べるのか選んでください（項目の先頭に印をつけてください）

□「都市計画マスタープラン」

□「住みよい街づくり推進条例」 □「大規模集客施設制限地区」

□「平成19年度当初予算」 □「観光振興プラン」

□「建築物の制限に関する条例」

　新年あけましておめでとうございます。

　市民の皆様には、お揃いで新春をお迎えのこととお慶び申し上げます。
　

　さて、昨年を振り返ってみますと、３月に「市誕生記念式典」を、10月には「市誕生一周年記念式典」

を開催し、「市民憲章」の制定と「市の花(菊)」「市の木(桜)」の指定を行いました。

　また、国や県に対する最重要要望に位置付けていた「戸谷片屋線」の起工式が11月末に行われ、長

年の懸案であった新たな日野川橋梁の建設が始まりました。

　さらには、昨年１月に大きく制度拡充を図った「企業立地促進補助金」の申請件数は、地場企業も

含めて10社を数え、新たな雇用が500人以上うまれる見通しとなっています。 

　合併直後のこの１年間は、「旧武生市と旧今立町の融和」を心掛けて市政運営を行ってまいりまし

たが、地方自治体を取り巻く環境が厳しい中、着実に市政の推進を図ることができましたことは、

多くの市民の皆様の深いご理解のたまものと厚くお礼申し上げます。
　

　本年も、「元気な産業づくり」「元気な人づくり」「快適で住みよいまち

づくり」「安全で安心なまちづくり」「市民が主役のまちづくり」の５つの

まちづくりの柱に基づき、行財政の構造改革を進めながら、「元気な

自立都市　越前」を目指してまいります。
　

　本年も、市政に対する変わらぬご理解とご協力を賜わりますよう

お願い申し上げます。

　市民の皆様のますますのご健勝とご多幸を心からお祈り申し上げまして、

年頭のごあいさつと致します。

そろ

きょうりょう

パブリック・コメント　目次

◎「観光振興プラン」 

◎「都市計画マスタープラン」

◎「住みよい街づくり推進条例」

◎「大規模集客施設制限地区」

◎「建築物の制限に関する条例」

※詳しい資料は、市ホームページ、
または情報公開室、今立総合支所、
各地区公民館でご覧になれます。

C O N T E N T S

　
市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
も
、

皆
さ
ん
か
ら
広
く
意
見
を
募
集
し
ま
す
。 

公
聴
会（
説
明
会
）開
催

　市民生活に関連した新規事業

などを公開しますので、ご意見を

お寄せください。

締切日　１月29日（月）

※詳しい資料は、市ホームページ、
または情報公開室、今立総合支所、
各地区公民館でご覧になれます。

問合先　財務課
 1  (２２)３２３４
FAX (２２)３８５５
電子メールアドレス
zaisei@city.echizen. lg.jp

主
な
趣
旨



①
持
続
可
能
な
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

　
の
形
成�

②
豊
か
な
自
然
や
歴
史
・
文
化
の
未

　
来
へ
の
継
承�

③
丹
南
地
域
の
中
心
都
市
に
ふ
さ
わ

　
し
い
産
業
・
交
流
都
市
の
創
造�

④
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
快
適

　
な
ま
ち
の
創
造�

⑤
市
民
主
体
に
よ
る
越
前
市
の
創
造

　
市
で
は
、「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
策
定
委
員
会
」
を
設
置
し
、
11

月
ま
で
に
３
回
の
会
議
を
開
催
し
、

議
論
し
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
２
年

を
か
け
て
策
定
し
ま
す
。

　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、

都
市
計
画
法
に
基
づ
い
て
定
め
る
計

画
で
す
。
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
や
都

市
整
備
の
基
本
的
な
方
向
性
を
示
す

も
の
で
、
主
要
課
題
・
基
本
理
念
・

基
本
目
標（
案
）を
と
り
ま
と
め
ま
し

た
。 主

な
趣
旨

○
主
要
課
題

○
基
本
理
念

○
基
本
目
標

　「
持
続
可
能
な
定
住
都
市
の
形
成
」

①
拡
大
成
長
型
都
市
構
造
か
ら
の
転
換

②
誇
り
の
も
て
る
美
し
い
越
前
市
の

　
創
造

③
産
業
都
市
・
越
前
を
支
え
る
基
盤

　
の
強
化
・
受
け
皿
づ
く
り�

④
誰
も
が
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ

　
る
ま
ち
づ
く
り

⑤
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

５
地
区
計
画
・
各
種
協
定
の
推
進

　
街
づ
く
り
の
ル
ー
ル
を
決
め
て
、

住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
し
ま
す
。

２
市
指
定
の「
街
づ
く
り
誘
導
地
域
」

　
美
し
く
快
適
な
住
環
境
の
街
づ
く

り
を
誘
導
・
推
進
す
る
た
め
、
地
域

を
指
定
し
、
街
づ
く
り
誘
導
方
針
を

策
定
し
ま
す
。

１
市
民
提
案
の「
地
域
街
づ
く
り
計
画
」

　
街
づ
く
り
推
進
団
体
の
組
織
化
、

市
民
提
案
に
よ
る
街
づ
く
り
計
画
の

策
定
を
し
ま
す
。

３
都
市
計
画
提
案
制
度

　
街
づ
く
り
推
進
団
体
、
土
地
所
有

者
・
事
業
者
な
ど
は
、
都
市
計
画
に

関
す
る
提
案
が
で
き
ま
す
。

　
大
規
模
な
集
客
施
設
は
、
著
し
く

多
数
の
人
々
を
広
域
か
ら
集
め
る
た

め
、
立
地
場
所
周
辺
の
環
境
、
交
通

な
ど
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。
立
地
が
可
能
な
市

の
す
べ
て
の
準
工
業
地
域
に
、
都
市

構
造
に
影
響
を
与
え
る
大
規
模
集
客

施
設
の
立
地
を
制
限
し
た
特
別
用
途

地
区
と
し
て
、
大
規
模
集
客
施
設
制

限
地
区
を
定
め
ま
す
。

　
大
規
模
集
客
施
設
制
限
地
区
内
に

お
い
て
は
、
劇
場
、
映
画
館
、
演
芸

場
も
し
く
は
観
覧
場
ま
た
は
店
舗
、

飲
食
店
、
展
示
場
、
遊
技
場
、
勝
馬

投
票
券
発
売
所
、
場
外
車
券
売
場
で
、

そ
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積

の
合
計
が
１
万
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超

え
る
も
の
は
、
建
築
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
経
緯

　
街
づ
く
り
活
動
に
対
し
、
情
報
の

提
供
お
よ
び
技
術
的
な
支
援
、
表
彰

を
し
ま
す
。

６
街
づ
く
り
活
動
の
支
援
・
表
彰
制
度

４
開
発
事
業
の
手
続
き

　
宅
地
開
発
指
導
要
綱
の
条
例
化
を

図
り
ま
す
。

　
総
合
計
画
な
ど
に
掲
げ
る
将
来
都

市
像
の
実
現
に
向
け
、
市
民
が
住
環

境
を
守
り
、
主
体
的
に
街
づ
く
り
を

す
る
た
め
の
手
続
き
や
、
事
業
者
が

開
発
を
す
る
場
合
の
ル
ー
ル
な
ど
を

定
め
ま
す
。

主
な
趣
旨

　
市
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
人
口
減
少

社
会
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
都
市

機
能
の
集
約
化
に
よ
っ
て
社
会
総
コ

ス
ト
を
抑
制
し
、
持
続
可
能
で
コ
ン

パ
ク
ト
な
市
民
自
治
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
に
、
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
、
住
み
よ
い
街
づ
く

り
推
進
条
例
（
仮
称
）
、
大
規
模
集
客

施
設
制
限
地
区
（
仮
称
）
、
建
築
物
の

制
限
に
関
す
る
条
例（
仮
称
）を
制
定

し
ま
す
。

　
（
条
例
は
３
月
議
会
で
の
制
定
を

目
指
し
ま
す
）

住
み
よ
い
街
づ
く
り
推
進
条
例

大
規
模
集
客
施
設
制
限
地
区

建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条
例

都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン  

　
　
　
　
　
　（
中
間
報
告
）

●問合先

都市計画課

1（22）3012  FAX（22）9999
電子メールアドレス
keikaku@city.echizen.lg.jp

◎「都市計画マスター
　　   プラン」（中間報告）
◎「住みよい街づくり
　　　  推進条例」（仮称）
◎「大規模集客施設
　　　　制限地区」（仮称）
◎「建築物の制限に
　　　関する条例」（仮称）

◎「都市計画マスター
　　   プラン」（中間報告）
◎「住みよい街づくり
　　　  推進条例」（仮称）
◎「大規模集客施設
　　　　制限地区」（仮称）
◎「建築物の制限に
　　　関する条例」（仮称）

右記の計画・条例の

公聴会（説明会）を
開催します。

と　き
１月29日（月）  午後７時～

ところ
市民ホール２階 第３会議室

越前市広報1月15日号 4
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10
大
ニ
ュ
ー
ス

10
大
ニ
ュ
ー
ス

10
大
ニ
ュ
ー
ス

10
大
ニ
ュ
ー
ス

越
前
市
政

越
前
市
政

越
前
市
政

越
前
市
政

平
成
18
年

平
成
18
年

平
成
18
年

平
成
18
年

　「
子
ど
も
の
笑
顔
が
輝
く
ま
ち
　
越
前
」を
目

指
し
、
子
育
て
に
喜
び
や
楽
し
み
を
感
じ
、
子

ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
各
種
助
成
金
の
対
象
者
を
拡
大
、
新
規

助
成
事
業
の
導
入
や
補
助
金
制
度
の
創
設
な
ど

支
援
策
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

1月

企
業
立
地
促
進
補
助

制
度
拡
充

地
域
再
生
計
画
に
認
定

4月

出
産
や
子
育
て
へ
の

応
援
を
拡
充

7月

24
人
の
市
議
会
議
員

が
誕
生

4月12月

県
営
日
野
川
農
業
用
水

通
水
開
始

県
営
日
野
川
地
区
水
道

用
水
通
水
開
始

　
日
野
川
の
左
右
両
岸
に
広
が
る
本
市
他
２
市

に
お
よ
ぶ
穀
倉
地
帯
の
県
営
か
ん
が
い
排
水
事

　
合
併
後
初
め
て
の
市
議

会
議
員
一
般
選
挙
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
24
人
の
議
員
は
、

市
民
を
代
表
し
公
共
意
思

を
決
定
す
る
市
議
会
の
構

成
員
と
し
て
、
信
頼
さ
れ
、

民
主
的
な
市
政
の
発
展
を

図
る
役
割
を
担
っ
て
い
き
ま
す
。

7月

平
成
18
年
７
月

豪
雨
災
害
対
策

　
７
月
15
日
か
ら
降
り
出
し
た
雨
は
、
総
雨
量

３
８
２
ミ
リ
に
達
し
ま
し
た
。
土
砂
災
害
や
水

害
の
お
そ
れ
か
ら
、
18
日
に
災
害
対
策
本
部
を

設
置
し
、
県
内
初
の「
避
難
準
備
情
報
」に
続
き
、

「
避
難
勧
告
」を
順
次
発
令
し
ま
し
た
。

10月

市
誕
生
一
周
年
記
念

事
業
の
開
催

「
市
民
憲
章
」の
制
定
、

「
市
の
花
」・「
市
の
木
」を
指
定

8月

中
央
図
書
館
オ
ー
プ
ン

　
新
図
書
館
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
県
内
初
の
Ｉ

Ｃ
タ
グ
の
導
入
、
Ｃ
Ｄ
・

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
出
、
全
館
バ

リ
ア
フ
リ
ー
、
パ
ソ
コ
ン

の
持
ち
込
み
可
能
な
自
習

席
な
ど
、
随
所
に
特
徴
を

盛
り
込
み
、
開
館
時
間
や

日
数
も
増
や
し
ま
し
た
。

　
市「
産
業
活
性
化
プ
ラ
ン
」

の
一
環
と
し
て
、
企
業
立

地
促
進
補
助
制
度
を
拡
充

し
た
結
果
、
企
業
の
立
地
・

増
設
が
相
次
ぎ
、
雇
用
機

会
の
拡
大
や
市
の
経
済
の

安
定
な
ど
が
期
待
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
プ
ラ
ン
が
国
の「
地
域
再
生
計
画
」

に
認
定
さ
れ
、
低
利
融
資
な
ど
の
活
用
が
可
能

と
な
り
、
企
業
の
設
備
投
資
の
資
金
需
要
に
も

対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

業
が
竣
工
し
、
安
定
的
な

農
業
用
水
供
給
の
た
め
通

水
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
県
営
日
野
川
地

区
水
道
用
水
の
供
給
も
始

ま
り
、
丹
南
地
区
17
万
市

民
の
水
が
め
と
し
て
、
安
全
・

安
心
な
水
が
確
保
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
豪
雨
の
教
訓

を
今
後
の
災
害
に
生
か

す
た
め
、
関
係
機
関
・

団
体
を
ま
じ
え
検
証
会

議
を
速
や
か
に
開
催
し

ま
し
た
。

　
越
前
市
の
誕
生
一
周
年
を
機
に
、
市
民
生
活

を
よ
り
豊
か
な
も
の
に

す
る
た
め
の
身
近
な
生

活
規
範
と
し
て
「
市
民

憲
章
」を
制
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
自
然
と
調
和

し
た
潤
い
あ
る
ま
ち
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
「
市

の
花
」に「
菊
」、「
市
の
木
」

に
「
桜
」
を
指
定
し
、
本

市
の
さ
ら
な
る
発
展
を
誓
う
た
め
、
記
念
式
典

な
ど
を
開
催
し
ま
し
た
。

10月

市
営
ガ
ス
事
業
を

民
営
化

　
ガ
ス
事
業
の
全
部
を「
越
前

エ
ネ
ラ
イ
ン
㈱
」へ
民
間
譲
渡

し
ま
し
た
。
昭
和
37
年
以
来

44
年
間
続
い
た
市
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
の
役
割
は
、
民
間

に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

10月

ク
マ
異
常
出
没

イ
ノ
シ
シ
市
街
地
出
没

　
え
さ
不
足
の
た
め
市

街
地
で
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ

や
イ
ノ
シ
シ
の
出
没
が

激
増
し
、
昨
年
度
の
20

倍
を
超
え
る
情
報
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
ク
マ
出

没
地
域
で
は
、
警
戒
パ

ト
ロ
ー
ル
や
、
チ
ラ
シ
を
配
布
し
住
民
に
注
意

を
促
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
緊
急
連
絡
メ
ー
ル
を
配
信
す
る
な
ど
、

情
報
伝
達
に
も
努
め
ま
し
た
。

11月

都
市
計
画
道
路
戸
谷
片
屋
線

日
野
川
に
架
か
る
橋
梁
の
起
工

　
都
市
計
画
道
路
戸
谷

片
屋
線
の
、
県
施
行
区

間
で
あ
る
日
野
川
に
架

か
る
橋
り
ょ
う
の
橋
脚

２
基
の
工
事
が
着
手
さ
れ
、

起
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

全
線
の
開
通
に
よ
る
円

滑
な
交
通
の
確
保
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

7月



　うるおいと活力のある共生社会を築くため、市民憲章に基づいて、
知・徳・体の調和のとれた明日をになう人間の育成に努める。
　そのため、生涯学習の理念をふまえて、家庭・学校・地域がそれ
ぞれの役割と責任を認識し、互いに連携・協力を図りながら郷土に
根ざした教育を推進する。

○　生命を尊び生きる喜びをもって、
　　　　  いかなる人とも等しく心をわかち合える人を育てる。

○　常に学ぶこころと未来を拓く創造力を培い、
　　　　  正しい判断と確かな実践のできる人を育てる。

○　互いを敬愛し豊かな情操を養い、
　　　　 ともに働く楽しみと感謝・奉仕の精神にみちた人を育てる。

○　健全な食生活をもとに自らの健康と安全を保ち、
　　　　  強くたくましく生きぬく人を育てる。

○　郷土の伝統、文化、自然、人間に誇りをもち、
　　　　  広く社会に貢献できる人を育てる。

　
方
針
の
中
で
表
し
た
文
言
に
は
、
そ
れ
に
連
な
る
い
ろ

い
ろ
な
思
い
を
込
め
ま
し
た
。
そ
の
中
で
特
に
重
要
な
文

言
に
つ
い
て
簡
単
に
注
釈
し
ま
す
。

〇
共
生
社
会 �

　
私
た
ち
の
周
り
に
は
豊
か
な
自
然
が
あ
り
、
そ
の
中
で
お

互
い
の
個
性
を
発
揮
し
て
助
け
合
い
な
が
ら
生
活
し
て
い

ま
す
。

　
「
共
生
」
と
い
う
言
葉
の
中
に
は
「
人
と
人
・
人
と
物
・
人

と
自
然
」
な
ど
、あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
対
す
る
「
共
生
」
の
意
味

を
込
め
て
い
ま
す
。

　
「
共
生
」
は
う
る
お
い
と
活
力
の
あ
る
「
社
会
」
を
築
く

基
盤
と
考
え
、
教
育
方
針
の
核
と
な
る
言
葉
と
し
ま
し
た
。

〇
い
か
な
る
人

　
「
ど
の
よ
う
な
人
」
も
し
く
は
「
い
ろ
い
ろ
な
人
」
の
意

見
も
出
ま
し
た
が
、
人
々
の
性
別
・
年
齢
・
国
籍
等
い
ろ

い
ろ
な
違
い
を
よ
り
意
識
し
て
、
あ
え
て
「
い
か
な
る
人
」

を
選
び
ま
し
た
。

〇
学
ぶ
こ
こ
ろ

　
自
己
の
人
格
を
磨
き
、
豊
か
な
人
生
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
「
常
に
」
学
ぶ
こ
と
は
大
切
で
す
。
生
涯
に
わ
た

っ
て
い
ろ
い
ろ
な
機
会
に
学
習
し
、
そ
の
成
果
を
社
会
に

活
か
し
て
い
こ
う
と
す
る
「
こ
こ
ろ
」
を
「
学
ぶ
こ
こ
ろ
」

と
し
ま
し
た
。

〇
感
謝
・
奉
仕

　
共
生
社
会
の
中
で
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
感
謝
の
心
を
持
ち
、

そ
れ
を
行
動
に
移
し
、
社
会
の
た
め
に
還
元
す
る
表
現
と

し
て
「
感
謝
・
奉
仕
」
に
し
ま
し
た
。

〇
健
全
な
食
生
活

　
人
間
が
生
き
る
た
め
に
は
、
食
べ
る
こ
と
は
欠
か
せ
な

い
こ
と
で
す
。
し
か
し
現
在
に
お
い
て
は
「
食
」
が
な
お
ざ

り
に
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
う
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
お
き
て
い

ま
す
。
改
め
て
「
健
全
な
食
生
活
」
に
つ
い
て
見
直
し
た
い

と
考
え
ま
し
た
。

〇
人
間

　
郷
土
に
は
継
承
さ
れ
て
い
る
伝
統
、
文
化
、
環
境
と
し

て
の
自
然
、
そ
し
て
そ
れ
ら
に
深
く
関
わ
っ
て
生
き
る
人
々

が
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
郷
土
を
支
え
て
き
た
人
々
、
現
在

の
越
前
市
を
支
え
て
い
る
人
々
、
そ
し
て
未
来
に
生
き
る

人
々
す
べ
て
を
総
称
し
て
「
人
間
」
と
表
し
ま
し
た
。
　

いのち

ひら つちか

「
越
前
市
教
育
方
針
」が

 
決
ま
り
ま
し
た

「
越
前
市
教
育
方
針
」が

 
決
ま
り
ま
し
た

越前市教育方針越前市教育方針

解
　
説

キ
ー
ワ
ー
ド（
注
釈
）

キ
ー
ワ
ー
ド（
注
釈
）
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▼
概
　
要

  

教
育
方
針
は
、
市
民
憲
章
に
基
づ
い
て
、
明
日
の

本
市
を
に
な
う
人
間
の
育
成
に
努
め
る
た
め
の
指

針
を
定
め
た
も
の
で
す
。

  

全
体
を
、
前
文
と
本
文
５
項
目
で
構
成
し
て
い
ま

す
。
前
文
で
は
、
本
市
が
希
求
す
る
社
会
像
を
示

す
と
と
も
に
、
そ
れ
を
構
築
す
る
た
め
の
人
づ
く

り
像
を
明
ら
か
に
し
、
具
体
的
な
方
向
性
を
示
す

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 
 

本
文
は
、
前
文
を
受
け
て
の
内
容
と
な
っ
て
お

り
、
最
初
の
項
目
は
「
共
生
社
会
に
つ
い
て
」
、
２

番
目
は「
知
育
に
つ
い
て
」、
３
番
目
は「
徳
育
に
つ

い
て
」、
４
番
目
は「
体
育
に
つ
い
て
」、
最
後
は「
郷

土
に
つ
い
て
」、
育
て
よ
う
と
す
る
人
間
像
が
示
さ

れ
、
全
体
的
に
調
和
の
と
れ
た
具
体
的
人
づ
く
り

の
方
針
と
な
っ
て
い
ま
す
。

  

な
お
、
全
体
に
平
易
な
文
言
を
用
い
、
市
民
の
だ

れ
も
が
理
解
で
き
る
表
現
と
な
る
よ
う
に
心
が
け
、

読
み
に
く
い
も
の
に
は
ふ
り
が
な
を
つ
け
る
な
ど

配
慮
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
教
育
方
針
の
策
定
に
あ
っ
て
は
、
次
の

事
項
に
留
意
し
ま
し
た
。

(1）
教
育
基
本
法
に
則
っ
て
い
る
こ
と
。

(2）
市
民
憲
章
を
基
調
と
し
整
合
性
が
図
ら
れ
て
い

る
こ
と
。�

(3）
策
定
過
程
に
お
い
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン

ト
制
度
な
ど
を
通
じ
、
広
く
市
民
各
層
の
意
見

を
聞
く
こ
と
。�

(4）
広
く
市
民
が
理
解
及
び
協
調
で
き
る
内
容
で
あ

る
こ
と
。�

(5）
お
お
む
ね
小
学
校
高
学
年
が
理
解
で
き
る
や
さ

し
い
文
体
で
あ
る
こ
と
。

　
市
の
輝
か
し
い
発
展
を
担
う
人
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
教
育
方
針

を
決
定
し
ま
し
た
。
今
後
こ
の
方
針
を
基
に
具
体
的
な
教
育
方
策
を

作
成
し
、
生
涯
に
わ
た
る
教
育
行
政
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。



【応募方法】　愛称名、愛称を付けた理由、住所、氏名、

年齢、電話番号を記入し、政策推進課へ直接持参す

るか郵送(ハガキ)、電子メール、ファックスで応募し

てください。

※様式は自由です

※１人何点でも応募できますが、１件の応募につき愛

称は１点のみ記入してください。

【賞】　・最優秀賞(１人)　２万円相当の記念品

　　　・特別賞　(10人)　記念品

※同じ愛称に複数の応募があった場合には、抽選によ

り受賞者を決定します。

【募集期間】　１月15日(月)～２月20日(火)
※郵送の場合、当日消印有効

【選定方法】　市公共交通活性化協議会で選定します。

【著作権など】　

・入賞作品に関する一切の権利は、市に帰属します。

・応募情報は、市民バス愛称募集以外に使用すること

はありません。

【応募・問合先】　政策推進課

　〒915-8530　住所不要

　1(２２)３０１６　　ＦＡＸ(２２)９１０６

　電子メールアドレス　kikaku@city.echizen.lg.jp

　
市
で
は
、
市
民
バ
ス
の
再
編
を
行
い
、
現
在
実
験

運
行
中
で
す
。
そ
の
結
果
を
も
と
に
、
平
成
19
年
４

月
か
ら
本
格
運
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
多
く
の
方
に
親
し
ま
れ
、
愛
着
を
感
じ
て

も
ら
え
る
市
民
バ
ス
に
な
る
よ
う
、
バ
ス
の
愛
称
を

募
集
し
ま
す
。

▲はっぴ(西地区自治振興会)

▲ 組 立 式 屋 外
ステージ(吉
野 地 区 自 治
振興会)　

問
合
先
　
政
策
推
進
課

　
1(

２
２)

３
０
１
６

　
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
て
い
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
支
援
助
成
金
を
活
用
し
て
、

次
の
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▼
西
地
区
自
治
振
興
会

・
テ
ン
ト
、
は
っ
ぴ
、
パ
ネ
ル

▼
吉
野
地
区
自
治
振
興
会

・
組
立
式
屋
外
ス
テ
ー
ジ

　
念
願
の
備
品
が
そ
ろ
い
、
納
涼
祭
は
両
地

区
と
も
大
変
盛
り
上
が
り
、
地
域
の
人
た
ち

に
も
喜
ば
れ
ま
し
た
。

※
こ
の
ほ
か
、
宝
く
じ
の
収
益
金
は
広
く
地

域
づ
く
り
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
民
バ
ス
の
愛
称

募
集
し
て
い
ま
す

市民バスの愛称  応募方法

―
林
野
庁
長
官
賞
受
賞
―

　
昨
年
11
月
28
日
に
開
催
さ
れ
た
環
境
省
・

日
本
鳥
類
保
護
連
盟
主
催
の
「
第
41
回
全
国

野
生
生
物
保
護
実
績
発
表
大
会
」
で
、
武
生

第
五
中
学
校
が
林
野
庁
長
官
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　
平
成
16
年
に
環
境
省
の「
里
地
里
山
保
全
再

生
モ
デ
ル
事
業
」実
施
地
域
に
選
定
さ
れ
た
の

を
機
に
、
自
然
環
境
の
素
晴
ら
し
さ
を
学
び

守
っ
て
い
く
活
動
を
始
め
、
こ
れ
ま
で
に
希

少
生
物
の
生
息
分
布
地
図
・
生
物
カ
ー
ド
の

作
成
、
ダ
ム
建
設
予
定
地
の
植
物
保
護
、「
冬

み
ず
た
ん
ぼ
」の
生
き
物
調
査
な
ど
、
数
々
の

調
査
や
保
護
作
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
「
里
地
・
里
山
づ
く
り
は
、
と
て
も
大
事

な
こ
と
。
後
輩
た
ち
に
も
こ
の
活
動
を
継
続

し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、
よ
り
多
く

の
人
た
ち
に
自
然
を
守
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

啓
発
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
生
徒
ら

は
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

奈良市長に受賞の報告をしました。

お
め
で
と
う
！

お
め
で
と
う
！

武
生
第
五
中
学
校

武
生
第
五
中
学
校

地
域
に
役
立
つ

　
宝
く
じ
助
成
金
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親しみやすい名前をつけてください！



　
米
、
麦
、
大
豆
の
販
売
価
格
が
下
落
し
た

り
、
単
収
が
落
ち
込
ん
で
、
収
入
減
に
な
っ

た
と
き
、
減
収
額
の
９
割
に
つ
い
て
の
お
金

が
補
て
ん
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　「
ナ
ラ
シ
対
策
」と
言
い
ま
す
。

19
年
産
で
加
入
の
場
合

　（
19
年
産
の
麦
は
既
に
締
め
切
ら
れ
ま
し
た
）

・
４
月
１
日
〜
６
月
30
日
の
間
に
加
入
申
請

・
７
月
に
積
立
金
を
積
立
て

　（
負
担
割
合
は
　
生
産
者
対
国
＝
１
対
３
）

・
交
付
金
の
受
け
取
り
は
平
成
20
年
夏
ご
ろ

　
収
入
増
に
な
れ
ば
、
積
立
金
は
翌
年
に
繰

り
越
し
ま
す
。

　
積
立
金
残
額
が
一
定
額
以
上
あ
れ
ば
積
立

を
行
わ
な
く
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　
経
営
者
と
し
て
の
安
心
を
得
る
た
め
、
ぜ

ひ
地
域
の
担
い
手
と
な
っ
て「
ナ
ラ
シ
対
策
」

に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　「
ナ
ラ
シ
対
策
」を
含
め
た
品
目
横
断
的
経

営
安
定
対
策
へ
の
加
入
に
あ
た
っ
て
は
、
認

　
後
継
者
が
い
な
い
、
労
働
力
が
不
足
し
て

い
る
な
ど
、
管
理
に
困
っ
て
い
る
農
地
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
市
で
は
こ
の
よ
う
な
農
地
を

担
い
手
な
ど
の
受
け
手
に
集
積
す
る
お
手
伝

い
を
し
て
い
ま
す
。

　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
公
開
台
帳
な
ど
に

登
載
す
る
こ
と
で
、
よ
り
幅
広
く
受
け
手
へ

の
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

問
合
先
　
農
政
課

　
　
1（
２
２
）３
０
０
９

　
越
前
た
け
ふ
農
業
公
社

　
　
1（
２
１
）５
７
３
３

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　
　h

ttp
://w

w
w
.city

.e
ch
ize
n
.lg
.jp

●
販
売
実
績
を
基
礎
と

し
て
、作
る
数
量
を
配

分
す
る
方
式
に
転
換

●
地
域
の
創
意
工
夫
【
産

地
づ
く
り
対
策
】

●
豊
作
に
よ
る
過
剰
処

理
【
集
荷
円
滑
化
対
策
】

●
米
価
下
落
対
策
【
担

い
手
経
営
安
定
対
策
】

【
稲
作
所
得
基
盤
確

保
対
策
】

●
地
域
水
田
農
業
ビ
ジ
ョ

ン
の
策
定
等
を
通
じ
、

地
域
の
担
い
手
を
明

確
化

・
消
費
者
が
求
め
る
供
給
体
制

・
よ
り
安
定
的
な
食
糧
の
供
給
体
制
の
構
築

　
国
が
経
営
所
得
安
定
対
策
等
大
綱
で
定
め
た
新
た
な
対
策
の
仕
組
み
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

●
国
に
よ
る
一
律
的
な
生

産
調
整

●
地
域
の
担
い
手
像
が

不
明
確

●
全
国
一
律
の
要
件
、
単

価

●
農
業
者
、
農
業
団
体
、

Ｊ
Ａ
等
が
主
体
的
に

需
給
調
整
を
行
う
シ

ス
テ
ム
に
移
行
し
ま
す
。

新
シ
ス
テ
ム
へ

明
確
化
さ
れ
た

担
い
手
育
成

●
担
い
手
育
成
・
確
保
運

動
と
連
携
し
、地
域
水

田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
の
高

度
化
な
ど
に
よ
り
、
水

田
農
業
の
構
造
改
革

を
促
進
し
ま
す
。

品
目
横
断
的
な

整
合
性
の
と
れ
た
対
策

●
担
い
手
施
策
【
品
目
横

断
的
経
営
安
定
対
策
】

●
産
地
づ
く
り
対
策
の

見
直
し
【
担
い
手
以
外

の
米
価
下
落
対
策
】

●
集
荷
円
滑
化
対
策
の

充
実
・
強
化

定
農
業
者
で
あ
る
こ
と
や
集
落
営
農
組
織
を

つ
く
る
こ
と
、
経
営
面
積
な
ど
の
要
件
を
備

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
品
目
ご
と
の
一
律
助
成
が

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
19
年
産
か
ら

は
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
認
定
農
業
者
や

集
落
営
農
組
織
な
ど
の「
担
い
手
」に
限
定
し

て
支
援
を
集
中
し
て
い
く
と
い
う
国
の
方
針

で
す
。

　
支
援
の
内
容
と
し
て
は
、
米
、
麦
、
大
豆

を
対
象
と
し
た
収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策（
ナ

ラ
シ
対
策
）
の
ほ
か
、
麦
、
大
豆
を
対
象
と

し
た
生
産
条
件
不
利
補
正
対
策（
ゲ
タ
対
策
）

が
あ
り
ま
す
。

米
作
り
の
あ
る
べ
き
姿
の
実
現
へ

越前市広報1月15日号 8

収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策
と
は
…

農
地
の
管
理
に
お
困
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

「
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
」

と
は
…

集
　
営
農
を
す
す
め
よ
う
！

認
定
農
業
者
に
な
ろ
う
！

「
品
目
横
断
的
経
営

安
定
対
策
」ス
タ
ー
ト

収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

19～21年産 16～18年産 改革以前

需
給
調
整

生
産
構
造

助
成
体
系

平
成
19
年
産
か
ら
の
新
た
な
米
の
需
給
調
整
シ
ス
テ
ム

平
成
19
年
産
か
ら
の
新
た
な
米
の
需
給
調
整
シ
ス
テ
ム

22
年度

落



継
体
大
王
ロ
マ
ン
を
語
る

継
体
大
王
を

祝
福
す
る

丹
南
の
行
事

4
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●
新
春
を
祝
福
す
る「
越
前
万
歳
」

●
特
色
あ
る
越
前
万
歳

●
万
歳
か
ら
万
才
、
漫
才
へ

　
万
歳
は
、
初
め
は
家
の
繁
昌
を
祝
う
宗
教

的
呪
術
的
な
要
素
が
あ
り
ま
し
た
が
、
広
く

巡
っ
て
い
る
う
ち
に
見
て
楽
し
い
娯
楽
的
な

要
素
が
加
わ
り
、
し
だ
い
に
変
化
し
て
い
き

ま
し
た
。

　
明
治
二
十(

一
八
八
七)

年
頃
に
な
る
と
、

大
阪
の
場
末
の
小
屋
で
玉
子
屋
円
辰
ら
に
よ

っ
て
尾
張
万
歳
に
江
州
音
頭
や
河
内
音
頭
を

と
り
い
れ
た
万
才(

文
字
も
変
わ
る)

と
な
り
、

二
人
芸
人
に
よ
る
軽
口
問
答
を
演
じ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　
昭
和
に
入
る
と
昭
和
九(

一
九
三
四)

年
に
、

新
橋
演
舞
場
特
選
漫
才
大
会
か
ら「
漫
才
」の

文
字
が
専
ら
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す

　
越
前
市
を
中
心
に
丹
南
の
地
域
に
は
継
体
伝
承
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
関

連
す
る
行
事
が
い
く
つ
か
上
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　
新
し
い
年
を
迎
え
、
皆
さ
ん
は
「
今
年
も

幸
多
か
れ
」
と
門
松
や
注
連
飾
り
を
し
、
神

社
に
初
詣
を
し
た
り
す
る
で
し
ょ
う
。
昔
は

そ
れ
に
万
歳
師
た
ち
が
軽
や
か
に
太
鼓
を
叩

き
な
が
ら
各
家
々
へ
祝
福
に
や
っ
て
き
ま
し

た
。
越
前
万
歳
は
加
賀
の
金
沢
・
大
聖
寺
、

越
前
で
は
福
井
を
は
じ
め
大
野
・
勝
山
な
ど

の
各
藩
の
ご
城
下
を
祝
福
し
て
回
り
ま
し
た
。

　
こ
の
越
前
万
歳
の
発
祥
の
地
が
味
真
野
で

す
。
今
で
は
ほ
か
の
地
域
へ
出
か
け
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
毎
年
一
月
一
日
に
味
真

野
神
社
と
味
真
野
商
工
会
館
で
初
舞
奉
納
を

し
て
い
ま
す
。

　
な
ぜ
味
真
野
神
社
で
奉
納
す
る
か
と
い
う

と
、
こ
の
地
が
継
体
大
王
が
皇
子(

男
大
迹
王)

だ
っ
た
頃
の
宮
跡
だ
と
い
う
伝
承
が
あ
る
か

ら
で
す
。
伝
承
に
よ
る
と
「
あ
る
時
、
皇
子

の
愛
馬
が
病
気
に
な
り
、
治
療
の
方
法
が
な

か
っ
た
。
す
る
と
馬
飼
部
の
河
内
首
の
三
男
・

使
主
智
と
い
う
若
者
が
馬
前
に
ま
か
り
出
て
、

ひ
ょ
う
き
ん
な
格
好
で
節
も
面
白
く
『
宇
津

保
の
舞
い
』
を
舞
っ
た
。
す
る
と
馬
は
た
ち

ど
こ
ろ
に
病
が
な
お
り
元
気
に
な
っ
た
。
皇

子
は
い
た
く
喜
ば
れ
、
使
主
智
を
賞
し
、
子
々

孫
々
宇
津
保
の
舞
い
を
生
活
の
糧
と
す
る
こ

と
を
許
さ
れ
た
」と
い
う
こ
と
で
す
。

　
こ
の
宇
津
保
の
舞
い
が
野
大
坪
万
歳
と
な

り
、
越
前
万
歳
と
な
り
ま
す
。

し
　
め

は
つ
も
う
で

う
ま
か
い
べ

お

ほ

と

の

ぼ

う
　
つ

の
お
お
つ
ぼ

お
　
む
　
ち

か
わ
ち
の
お
び

じ
ゅ
じ
ゅ
つ

つ
づ
み

さ
ん
が
く

か
い
こ

く
だ
ら

ご
う
し
ゅ
う た

ま 

ご 

や 

え
ん
た
つ

し
ん
ば
し
え
ん
ぶ
じ
ょ
う

か
わ
ち

こ
と
ほ

●
万
歳
と
は

　
万
歳
は
年
頭
に
家
々
を
訪
問
し
、
唄
い
舞

い
な
が
ら
祝
言
を
述
べ
て
い
く
も
の
で
、
年

の
初
め
に
神
が
来
訪
し
て
、
人
々
を
祝
福
す

る
と
い
う
古
代
信
仰
に
発
し
た
も
の
で
あ
る

と
い
わ
れ
ま
す
。
古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て

は「
千
秋
万
歳
」と
呼
ば
れ
、
京
都
を
中
心
に

唱
聞
師
な
ど
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
て
き
ま
し

た
。「
千
年
万
年
家
が
栄
え
ま
す
よ
う
に
」
と

言
霊
の
信
仰(

言
葉
に
は
霊
が
宿
っ
て
お
り
、

表
現
し
た
こ
と
が
実
現
す
る
と
い
う
信
仰)

と
し
て
宗
教
的
・
呪
術
的
こ
と
ば
に
よ
る
祝

福
芸
で
あ
っ
た
の
で
す
。

　
江
戸
時
代
に
は
特
に
盛
ん
で
、
三
河
万
歳

は
江
戸
城
を
は
じ
め
関
東
地
方
を
寿
い
で
回

り
、
大
和
万
歳
は
御
所
を
中
心
に
京
の
都
を
、

越
前
万
歳
は
北
陸
を
、
そ
れ
ぞ
れ
回
っ
て
い

ま
し
た
。

　
全
国
で
現
存
し
て
い
る
古
典
的
万
歳
は
、

越
前
万
歳
を
は
じ
め
三
河
・
尾
張
・
加
賀
・

伊
予
・
伊
勢
・
会
津
・
秋
田
万
歳
な
ど
で
す
。

し
ゅ
う
げ
ん

こ
と
だ
ま せ

ん
ず
ま
ん
ざ
い

し
ょ
う
も
ん
し

　
現
在
の
越
前
万
歳
は
、
祝
福
芸
と
娯
楽
芸

と
が
半
々
ぐ
ら
い
で
す
。
し
か
し
越
前
万
歳

と
ほ
か
の
万
歳
と
根
本
的
に
異
な
る
と
こ
ろ

は
、
鼓
で
な
く
、
小
さ
な
太
鼓
を
用
い
る
こ

と
で
す
。
小
さ
な
バ
チ
で
擦
る
よ
う
に
叩
く

の
で「
す
り
太
鼓
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

太
鼓
を
用
い
る
こ
と
で
芸
態
も
違
っ
て
き
た

よ
う
で
す
。
な
ぜ
こ
う
い
う
太
鼓
を
用
い
る

よ
う
に
な
っ
た
か
は
大
き
い
疑
問
点
で
す
。

　
あ
る
和
太
鼓
の
専
門
家
は
「
こ
の
奏
法
と

太
鼓
の
形
は
、
ど
う
考
え
て
も
揩
鼓(

す
り

つ
づ
み)

と
結
び
つ
く
。
万
歳
の
人
々
が
、

も
と
も
と
散
楽
と
関
係
が
深
か
っ
た
こ
と
も

疑
い
の
な
い
と
こ
ろ
だ
ろ
う
」
と
い
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
今
修
理
中
の
宇
治
平
等
院
の

鳳
凰
堂
内
の
雲
中
供
養
菩
薩
像
群
の
楽
器
の

中
に「
す
り
太
鼓
」に
そ
っ
く
り
の
も
の
が
あ

り
、
そ
の
解
説
に
は
「
揩
鼓
と
い
う
。
イ
ン

ド
が
起
源
で
、
六
朝
時
代
・
西
城
か
ら
伝
来

し
た
」
と
あ
り
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
ま
た
、

今
年
韓
国
の「
百
済
祭
り
」に
参
加
し
、
い
ろ

い
ろ
な
大
・
小
の
太
鼓
を
使
っ
た
芸
を
見
て

何
か
関
連
性
が
あ
り
そ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

　
こ
う
考
え
る
と
、
継
体
大
王
の
時
代
、
朝

鮮
半
島
と
の
交
流
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も

の
が
、
越
前
万
歳
の
継

体
伝
承
を
生
ん
だ
と
推

測
し
て
も
不
思
議
で
は

な
い
の
で
す
。

(

次
号
に
続
く) 

(

市
文
化
財
保
護
委
員
長
　
堀
立
煕
氏)

国指定重要無形民俗文化財
「越前万歳(ことぶき)」
国指定重要無形民俗文化財

「越前万歳(ことぶき)」

すり太鼓

み
か
わ

お
わ
り

か 

が

い 

よ

い 

せ

あ
い
づ

う
ん
ち
ゅ
う
く
よ
う  

ぼ
さ
つ
ぞ
う

り
く
ち
ょ
う
じ
だ
い

ほ
う
お
う
ど
う

こ
す

ほ
り
り
ゅ
う
き



　
還
付
申
告
は
、
２
月
15
日

（木）
以
前

で
も
提
出
で
き
ま
す
。

　
ま
た
申
告
書
は
、
郵
送
な
ど
で
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

武生税務署税務相談室　1（２１）５５６６
タックスアンサー　　　1０７７６（２４）７７６６

■確定申告に関する相談は、こちらまで！

■
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出

　
平
成
18
年
中
に
従
業
員
や

社
員
に
給
与
を
支
払
っ
た
事

業
主
は
、
給
与
支
払
報
告
書

を
作
成
し
、
平
成
19
年
１
月

１
日
現
在
、
従
業
員
や
社
員

が
住
む
市
町
村
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
退
職
者
や
専
従
者
、
外
国

籍
の
人
も
対
象
で
す
。

■
償
却
資
産
の
申
告

　
償
却
資
産
と
は
、
事
業
に

役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
機

械
や
備
品
で
す
。

　
平
成
19
年
１
月
１
日
現
在
、

市
内
に
事
業
用
の
償
却
資
産

を
持
っ
て
い
る
法
人
お
よ
び

個
人
事
業
者
は
、
異
動
が
な

い
場
合
で
も
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

提
出
期
限
　
１
月
31
日

（水）
　

提
出
・
問
合
先
　
税
務
課

　
1（
２
２
）３
０
１
４

■
申
告
に
必
要
な
も
の

　
農
家
の
み
な
さ
ん

　
年
金
受
給
者
の
み
な
さ
ん

■
申
告
の
必
要
が
な
い
人

▼
平
成
18
年
中
に
所
得
が
あ
り
、
平

成
19
年
１
月
１
日
現
在
、
越
前
市

に
住
所
が
あ
っ
た
人
。
（
ほ
か
の

市
町
村
に
住
ん
で
い
た
人
は
、
そ

の
市
町
村
へ
申
告
し
て
く
だ
さ
い
）

▼
給
与
所
得
者
で
給
与
以
外
に
ア
ル

バ
イ
ト
や
不
動
産
、
農
業
な
ど
の

所
得
が
あ
っ
た
人

▼
平
成
18
年
中
に
会
社
を
退
職
し
た
人

▼
市
か
ら
申
告
用
紙
が
届
い
た
人
で
、

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

(注)
右
記
以
外
で
も
申
告
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
申
告
書
に
は
年
金
所
得
の
確
認
の

た
め
社
会
保
険
庁
よ
り
送
付
さ
れ
る

「
源
泉
徴
収
票（
は
が
き
）」を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
配
偶
者
控
除
・

配
偶
者
特
別
控
除
、
扶
養
控
除
、
保

険
料
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
に
つ
い

て
も
申
告
が
必
要
で
す
。

▼
認
め
印

▼
源
泉
徴
収
票
、
給
与
の
支
払
明
細
、

帳
簿
、
公
的
年
金
源
泉
徴
収
票
な

ど
、
平
成
18
年
中
の
所
得
を
証
明

す
る
も
の

▼
国
民
年
金
保
険
料
、
生
命
保
険
料
、

個
人
年
金
保
険
料
、
損
害
保
険
料

な
ど
の
支
払
証
明
書

▼
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、
受

診
者
ご
と
、
支
払
い
先
別
に
仕
分

け
し
た
領
収
書
お
よ
び
一
覧
表

▼
農
業
の
申
告
を
す
る
人
は
、
農
業

収
支
計
算
書
お
よ
び
農
業
の
収
支

が
わ
か
る
通
帳
や
経
費
が
わ
か
る

領
収
書
な
ど

▼
障
害
者
手
帳(

該
当
者
の
み)

■
申
告
が
必
要
な
人

▼
平
成
18
年
中
に
所
得
が
な
か
っ
た
人

▼
所
得
が
給
与
だ
け
の
給
与
所
得
者

で
勤
務
先
か
ら
市
役
所
へ
給
与
支

払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
人

▼
税
務
署
で
確
定
申
告
を
す
る
人

(注)
市
か
ら
申
告
書
用
紙
が
届
い
た
人

で
、
右
記
に
該
当
す
る
場
合
は
税

務
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

月 日

2/15(木)

　 16(金)

　 19(月)

　 20(火)

　 21(水)

　22(木)

　 23(金)

    

26(月)

27(火)

28(水)

３/１(木)

　 ２(金)

   ５(月)

    ６(火)

７(水)

 ８(木)

９(金)

12(月)

13(火)

14(水)

　 15(木)

月 日

２/７(水)

　

８(木)

　 ９(金)

　 13(火)

14(水)

15(木)

３/８(木)

　 ９(金)

    12(月)

13(火)

14(水)

　 15(木)

対　象　地　区（武生地区）

大塩、国兼、上小松、森久、瓜生野

四郎丸、塚原、富士見が丘一・二丁目、白崎、春日野、今宿、中平吹、下平吹、向陽

白山地区（安養寺、曽原、粟野、鴉ヶ平を除く）

村国一・二・三・四丁目、八幡一・二丁目、押田一・二丁目

国高一・二・三丁目、横市、庄、塚、馬上免、稲寄、瓜生、高木、長土呂

北新庄地区の全町内

広瀬、池ノ上、ひばりが丘、向が丘、新小野

坂口地区の全町内

安養寺、曽原、粟野、鴉ヶ平

入谷、中居、蓑脇

矢放、帆山、矢船、向新保、畑、小野谷、西谷、荒谷、平林、庄田�

大手、西尾、岩内、大屋、葛岡、問屋、北日野住宅団地

本保、片屋、氷坂、余田

大虫地区の全町内

五分市、清水頭、上真柄、徳間、金屋、宮谷、奥宮谷、上真柄宮谷入会地、味真野団地

桧尾谷、余川、池泉、文室、萱谷、上大坪、味真野、南小山、北小山、吉村、若宮

家久、芝原一・二・三・四・五丁目

府中一・二・三丁目、吾妻、住吉、堀川、錦、万代、幸、国府一・二丁目、北府一・二・三・四丁目、北府本

天王、蓬莱、桂、本多一・二・三丁目、本、元、京町一・二・三丁目、平和、若松、高瀬一・二丁目、中央一・二丁目

深草一・二丁目、平出一・二・三丁目、小松一・二丁目、日野美一・二丁目、野上、新、北千福、小松、沢、岡本

南一・二・三丁目、武生柳、若竹、あおば、豊、姫川一・二丁目、文京一・二丁目、御幸

神明、東千福、行松、妙法寺、松森、月見、畷、常久、常久団地、学園団地、三ツ口、千福

指定日に来られなかった人

対　象　地　区（今立地区）

大谷、南中、赤谷、水間、柳元、市野々� � �

杉尾、轟井、島、長五、大平、八石、中印、別印、南坂下

春山、東樫尾、波垣、室谷、長谷、北坂下、殿

朽飯、高岡、藤木、領家

野岡、山室、下戸板、仲山、富士見台、マインドタウン、東庄境、西庄境

中津山、国中、新堂、赤坂

寺地、横住、清根、相木、西河内

西樫尾、上西山、中西山、二日市、栄、新栄、谷、本町、八幡

新道、大門、馬場、富永、岡本、新橋、舟橋、仲佐山、上佐山、佐山銀座

東、天神、下佐山、宝栄、南、新西山、みどり

大滝、岩本

不老、新在家、定友

指定日に来られなかった人

午前９時半～午後４時

受付時間

午前９時～午後２時

午前９時～午後４時

午前９時半～午後４時

午前９時～午後４時

午前９時半～午後２時

午前９時半～正午

午前９時～午後４時

午前９時～正午

午前９時～午後４時

午前９時半～午後４時

午前９時～午後４時

受付時間

会　場

大塩コミュニティセンター

王子保公民館　  

白山出張所 

国高公民館  

 
北新庄公民館

神山公民館

坂口公民館 

安養寺生活改善センター

中居町ふれあい会館 

北日野公民館 

  
吉野公民館

大虫公民館

味真野出張所
　

家久町公民館

市役所第２庁舎
(旧図書館)

お
願
い
　
２
月
７
日
か
ら
３
月
７

日
ま
で
市
役
所
第
２
庁
舎(

旧

図
書
館)

で
、
２
月
16
日
か
ら

３
月
７
日
ま
で
今
立
も
く
せ
い

会
館
で
も
申
告
を
行
い
ま
す
が
、

混
雑
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
下

記
の
会
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
市
県
民
税
の
申
告
を
、
下
記
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

　
な
お
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
給
与
・
年
金
所
得
な
ど
の
簡
単
な
申

告
以
外
は
武
生
税
務
署
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
税
務
課
　
1(

２
２)

３
０
１
４

　と　き　２月22日(木)、23日(金)、26日(月)

　　　　　午前９時～午後４時

　ところ　市役所第２庁舎(旧図書館)

○年金受給者

　と　き　２月14日(水)　午前９時半～11時半、午後１時半～３時半

　ところ　文化センター（高瀬二丁目）　　

※年金受給者(税理士会が主催)

　と　き　２月13日(火)　午前９時半～11時半、午後１時半～３時半

　ところ　文化センター（高瀬二丁目）

○福井豪雨災害に係る雑損控除の繰越分がある人

　と　き　２月６日(火)　午後１時半～３時半　　

　ところ　生涯学習センター今立分館（定友町）

確定申告の無料相談(北陸税理士会武生支部主催)

平成18年分所得税  確定申告説明会

インターネットで申告書が作れます

会　場

柳集落センター　

八石集落センター

服間改善センター

今立勤労青少年ホーム

横住開発センター

今立もくせい会館

　国税庁のホームページで、確定申告書が簡単に作成できます。

　作成した申告書をプリンターで印刷し、必要な書類を添え

て提出してください。

　ホームページアドレス　　http://www.nta.go.jp

所
得
税
　 

２
月
16
日
(金)
〜
３
月
15
日
(木)
ま
で

消
費
税
　 

１
月
４
日
(木)
〜
４
月
２
日
(月)
ま
で

と
こ
ろ
　  

武
生
税
務
署

　
　
　
　  (

中
央
一
丁
目)

　
　
　
　  

1（
２
２
）０
８
９
０

　
平
成
18
年
中
に
農

業
で
得
た
収
入
や
経

費
な
ど
を
収
支
計
算
し
、

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

所
得
税
・
消
費
税
の
確
定
申
告

所
得
税
・
消
費
税
の
確
定
申
告

所
得
税
・
消
費
税
の
確
定
申
告

そのq

そのw

そのe

武生税務署からのお知らせ武生税務署からのお知らせ

市
県
民
税
の
申
告

市
県
民
税
の
申
告

市
県
民
税
の
申
告

事
業
所
の
み
な
さ
ん

「
給
与
支
払
報
告
書
」と

「
償
却
資
産
の
申
告
書
」を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

越前市広報1月15日号 10越前市広報1月15日号11



みんなの情報板みんなの情報板

国
際
交
流
協
会
設
立
15
周
年

記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

国
際
交
流
協
会
設
立
15
周
年

記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

みんなの情報板

丹南ケーブルテレビ丹南ケーブルテレビ丹南ケーブルテレビ
１月の越前市関連の番組案内

地域ふれあいチャンネル(２ch) 丹南HOT情報チャンネル(５ch)

※番組は予告なく変更することがありますので、ご了承ください。詳しい番組案内は、丹南ケーブルテレビガイドなどをご覧ください。

と
き
　
１
月
28
日
(日)
　
午
後
１
時
半
〜
３

時
半

と
こ
ろ
　
武
生
パ
レ
ス
ホ
テ
ル(

府
中
一

丁
目)

演
題
　
「
カ
ー
リ
ー
お
ば
さ
ん
の
多
文
化

共
生
」
〜
私
は
こ
う
し
て
日
本(

地
域)

に
と
け
こ
ん
だ
〜

講
師
　
カ
ー
リ
ー
西
條
氏

　(

タ
レ
ン
ト
、料
理
研
究
家)

入
場
料
　
無
料

問
合
先
　
国
際
交
流
協
会
　

　
1(

２
４)

３
３
８
９

第
７
回
越
前
花
筐
薪
能
を
開
催

　
新
た
な
技
能
を
修
得
し
就
職
を
目
指
す
人

や
、
現
在
の
職
場
で
必
要
な
技
能
の
習
得
、

向
上
を
目
指
す
人
を
対
象
に
、
訓
練
コ
ー
ス

を
設
け
支
援
し
て
い
ま
す
。

●
早
期
の
再
就
職
を
目
指
す
人
に

　
必
要
な
技
能
・
知
識
を
習
得
す
る
た
め
の

公
共
職
業
訓
練(

３
カ
月
・
６
カ
月
コ
ー
ス)

を
行
い
ま
す
。
テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ

ョ
ン
科
、
電
気
設
備
科
、
ビ
ジ
ネ
ス
ワ
ー

ク
科
・
Ｃ
Ａ
Ｄ
製
図
科
・
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー

ク
事
務
科
・
ビ
ジ
ネ
ス
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
科
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

●
職
場
で
必
要
な
技
能
の
習
得
や
向
上
を
目

指
す
人
に

　
業
種
別
団
体
ま
た
は
事
業
主
な
ど
を
対
象

に
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
で
訓
練
コ
ー
ス
を
設

定
し
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
福
井

　
1(

２
３)

１
０
１
０

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　h
ttp

://w
w

w
.e

h
d
o
.g

o
.jp

/fu
k
u
i

第
７
回
越
前
花
筐
薪
能
を
開
催

技
能
や
知
識
の
習
得
を
支
援
し
ま
す

技
能
や
知
識
の
習
得
を
支
援
し
ま
す

第
７
回
越
前
花
筐
薪
能
を
開
催

広
め
よ
う 

運
動
の
輪 

止
め
よ
う
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

と
き
　
２
月
20
日
(火)
　
午
前
９
時
〜
正
午

と
こ
ろ
　
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー(

ア
ル
・
プ

ラ
ザ
武
生
４
階)

内
容
　
リ
ズ
ム
体
操
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
手

遊
び
、
講
演
会(

10
時
半
〜)

な
ど

参
加
費
　
無
料

※
粗
品
を
進
呈
し
ま
す
。

問
合
先
　
市
運
動
普
及
推
進
員
会(

健
康
増

進
課)

　
1(

２
４)

２
２
２
１

第
７
回
越
前
花
筐
薪
能
を
開
催

市
民
運
動
普
及
講
座「
ふ
く
い

イ
ッ
チ
ョ
ラ
イ
ダ
ン
ベ
ル
体
操
」

市
民
運
動
普
及
講
座「
ふ
く
い

イ
ッ
チ
ョ
ラ
イ
ダ
ン
ベ
ル
体
操
」

第
７
回
越
前
花
筐
薪
能
を
開
催

入
寮
資
格
　
県
内
出
身
で
東
京
都
内
ま
た
は

近
郊
の
大
学
に
通
学
す
る
男
子
大
学
生

寮
の
所
在
地
　
東
京
都
新
宿
区
中
落
合(

西

武
新
宿
線
、
都
営
地
下
鉄
大
江
戸
線
中
井

駅
か
ら
徒
歩
10
分)

寮
費
　
１
カ
月
　
６
万
５
０
０
０
円

　(

朝
・
夕
２
食
付
き)

※
施
設
寄
付
金
15
万
円(

入
寮
時)

募
集
人
員
　
10
人

問
合
先
　
(財)
武
生
郷
友
会

　
1
０
３(

３
９
５
１)

３
８
３
６

　
武
生
支
部
窓
口(

塚
崎
嘉
昭)

　
1(

２
２)

１
１
１
０

第
７
回
越
前
花
筐
薪
能
を
開
催

武
生
郷
友
会
入
寮
生
を
募
集

武
生
郷
友
会
入
寮
生
を
募
集

15日～　地域活動に参加しよう(仁愛大学の取り組み)
22日～　いじめをなくそう
29日～　安全な食品を(福井県HACCP(ハサップ))

◎たんなんカラフルトーキング (毎週月曜日  午後７時更新)

 ４日～　男女が平等なまちをめざして
15日～　平成18年越前市十大ニュース
29日～　越前市でくらした継体大王を探る

◎越前市情報ナビ (毎週月曜日  午後７時半更新)

19日～　蓑脇町編

◎辻・裏々 (毎週金曜日  午後７時45分更新)

12日～　地域に伝わる民話をご紹介(武生むかしむかし)
19日～　武生の絵馬(再放送)

◎丹南歴史探訪 (毎週金曜日  午後８時半更新)

16日～　跳び箱教室
30日～　今立空手スポーツ少年団

◎Ｊｒ．(ジュニア) (毎週火曜日  午後８時更新)

19日～　剣道　

◎レッツ！スポレクカル (隔週金曜日  午後９時15分更新)

冬の運動不足を解消！

▲マシンも充実
しています

さ
い
じ
ょ
う

●エアロカーニバル

　とき　１月20日(土)　
・フリーウエイト教室

　とき　２月17日(土)　
・春休み親子ボクササイズ

　とき　３月24日(土)　
※いずれも要予約

●そのほかの教室もご利用ください

・エアロビクス、ヨガ、ダンベル

・ステップエクササイズ

・ボクササイズ

・チューブ＆ボール

・８の字体操

料金　１回５００円、１カ月４,０００円

※ほかに回数券や65歳以上割引があります。

　●新型測定器で計ってみよう
　～１・２月は生活習慣病改善月間です～

　実施日　毎週木・土曜日

　期間　２月24日(土)まで

　内容　骨密度、筋肉量、体脂肪率の測定

　料金　無料

問合先　社会福祉センタートレーニング
ルーム(杉尾町)　1(４３)８８８０

トレーニングルームを
ご利用ください
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

　
就
寝
時
の
火
災
に
よ
る
死
者
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
般
家
庭

に
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
南
越
消
防
組
合
で
は
、
購
入
費
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

対
象
機
器
　
住
宅
用
防
災
機
器(

Ｎ

Ｓ
マ
ー
ク
付
鑑
定
品
、
ま
た
は
総

務
大
臣
の
特
例
認
定
を
受
け
た
も

の
で
煙
式
に
限
る)

な
ど

助
成
額
　
一
世
帯
に
お
け
る
火
災
警

報
器
の
購
入
費
の
３
分
の
１
以
内

(

上
限
２
０
０
０
円)

受
付
場
所(

申
請
書
の
設
置
場
所)

　
最
寄
り
の
消
防
署
の
ほ
か
、
防
災

安
全
課
、
今
立
総
合
支
所
、
味
真

野
・
白
山
出
張
所

申
請
期
間
　
３
月
31
日
(土)
ま
で

も
う
取
り
付
け
ま
し
た
か
？

住
宅
用
火
災
警
報
器

　
南
越
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

1(

２
１)

８
８
６
５

低
公
害
車
補
助
制
度
を

活
用
く
だ
さ
い

環
境
政
策
課 

1(

２
２)

５
３
４
２

障
害
者
(児)
を
支
援
す
る

各
種
手
当
に
つ
い
て

社
会
福
祉
課 

1(

２
２)

３
０
０
４

　
障
害
を
持
っ
て
い
る
人
や
、
養
育

者
に
対
し
て
支
援
す
る
各
種
手
当
が

あ
り
ま
す
。

●
特
別
児
童
扶
養
手
当

　(

４
、８
、11
月
に
支
給)

　
20
歳
未
満
の
心
身
障
害
児
を
監
護

養
育
す
る
人(

父
ま
た
は
母
な
ど)

に
支
給
し
ま
す
。

●
障
害
児
福
祉
手
当

　(

２
、５
、８
、11
月
に
支
給
）

　
20
歳
未
満
の
重
度
の
心
身
障
害
児

で
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
介

護
を
必
要
と
す
る
人
に
支
給
し
ま

す
。

●
特
別
障
害
者
手
当

　(

２
、５
、８
、11
月
に
支
給
）

　
20
歳
以
上
で
、
重
度
の
身
体
障
害

や
知
的
障
害(

１
、
２
級
程
度)

を

重
複
す
る
か
、
単
一
の
重
度
障
害

で
あ
っ
て
日
常
生
活
に
お
い
て
常

時
介
護
を
必
要
と
す
る
人
に
支
給

し
ま
す
。

●
重
症
心
身
障
害
者
(児)
福
祉
手
当

　(

３
、９
月
に
支
給)

　
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
で
、
等

級
が
１
、
２
級
の
人
ま
た
は
、
福

井
県
総
合
福
祉
相
談
所
に
お
い
て

規
則
で
定
め
る
障
害
の
程
度
と
判

定
さ
れ
た
人
に
支
給
し
ま
す
。

※
い
ず
れ
の
手
当
も
本
人
お
よ
び
扶

養
義
務
者
に
所
得
制
限
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
障
害
の
程
度
、
施
設
入

所
の
有
無
、
年
金
受
給
の
有
無
な

ど
で
支
給
対
象
と
な
ら
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

軽
自
動
車
の
廃
車
・
変
更

手
続
き
は
、
お
早
め
に

税
務
課 

1(

２
２)

３
０
１
４

　
軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在

の
所
有(

使
用)

者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
軽
自
動
車
・
バ
イ
ク
・
小
型
特
殊

自
動
車
・
農
耕
車
の
廃
車
や
名
義
変

更
は
３
月
中
に
手
続
き
を
済
ま
せ
て

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
ト
ラ
ク
タ
ー
や
コ
ン
バ
イ
ン
、

乗
用
田
植
機
な
ど
の
農
耕
車
も
公
道

を
走
行
す
る
か
ど
う
か
に
関
わ
ら
ず

登
録
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
未
登
録

の
人
は
必
ず
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
各
担
当
機
関
ま
で
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
▼
軽
自
動
車

　
軽
自
動
車
検
査
協
会

　
1
０
７
７
６(

３
８)

１
５
０
９

▼
１
２
５
ｃ
ｃ
を
超
え
る
二
輪
車

　
福
井
運
輸
支
局

　
1
０
５
０(

５
５
４
０)

２
０
５
７

(

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン)

▼
原
動
機
付
自
転
車(

１
２
５
ｃ
ｃ
以

下)

、
小
型
特
殊
自
動
車
、
農
耕
車

　
税
務
課  

1(

２
２)

３
０
１
４

　
自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ
る
有
害
物

質
や
温
室
効

果
ガ
ス
の
排

出
を
削
減
す

る
た
め
、
低

公
害
車
の
導

入
に
要
す
る

経
費
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
　
低
公
害
車(

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
、

電
気
自
動
車
、
天
然
ガ
ス
自
動
車)

を
新
車
登
録
し
た
個
人
ま
た
は
事

業
者
で
、
一
個
人
ま
た
は
一
事
業

者
あ
た
り
１
台

補
助
額
　
12
万
円(

上
限) 

申
込
期
限
　
３
月
30
日
(金)
ま
で

※
予
算
に
は
限
り
が
あ
る
た
め
、
早

め
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。 

午前８時半～午後５時15分まで(土・日曜日、祝日は除く)

●旧武生市のカード　→　市民課(越前市役所)

●旧今立町のカード　→　市民福祉課(今立総合支所)

たんなんカード、印鑑(認印可)

別世帯の人が代理でこられる場合、委任状が必要(様式は自由)

平成19年９月28日

越前市の「たんなんカード」に切り換えをお願いします

問合先　市民課(越前市役所)　　　　1(２２)３００１　

　　　　市民福祉課(今立総合支所)　1(４３)７８１２

と き

と こ ろ

必要なもの

そ の 他

切換期限

　市では、県と連携し、生ごみ

減量化の一環として食べ残しを

減らすことを目的に、「おいしい

ふくい食べきり運動」を展開して

います。これから新年会の時期

を迎えますが、次の点を参考に

食べ残しを減らす

取り組みにご協力

をお願いします。

■注意すること　

・食べきれる量を注文する。

・宴会では、食べる時間をじゅ

うぶんに設ける。

・食べきれない時は、食べられ

る人に料理を分ける、または

可能な範囲で料理を持ち帰る。

問合先　環境政策課　

　1(２２)５３４２

おいしいふくい
　　　食べきり運動
おいしいふくい
　　　食べきり運動
おいしいふくい
　　　食べきり運動
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再
生
品
を
提
供
し
ま
す

　
利
再
来
館
　
1(

２
８)
１
３
９
０

　
　
勾
当
原
町
86
―

28

　
　(

月
曜
日
・
祝
日
の
翌
日
は
休
館
日)

労
働
者
と
使
用
者
と
の
ト
ラ

ブ
ル
、
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
福
井
県
労
働
委
員
会
事
務
局 

1
０
７
７
６(

２
０)

０
５
９
７

巡
回
就
業
相
談(

要
予
約)

を

実
施
し
ま
す

児
童
福
祉
課 

1(

２
２)

３
０
０
６

墓
地
の
使
用
申
し
込
み

受
け
付
け
開
始
し
ま
す

市
民
課 

1(

２
２)

３
３
９
６

区画内容

鴨谷霊苑
(４平方
 メートル)

　  〃
(６平方
 メートル)

募集数

１区画

１区画

当初使用料

170,000円

310,000円

年間使用料
(3年分前納)

7,200円

10,800円

　
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
た
も
の
を
リ

サ
イ
ク
ル
し
、
提
供
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
　
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
プ
ラ
ザ

申
込
期
間
　
２
月
１
日
(木)
〜
28
日
(水)

※
希
望
価
格
を
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

当
選
発
表
　

　
３
月
８
日
(木)

※
当
選
者
に
は
電
話
で

連
絡
し
ま
す
。

引
取
日
　
３
月
11
日
(日)

●
自
転
車
修
理
教
室

と
き
　
２
月
18
日
(日)
　
午
前
10
時
〜

午
後
３
時

※
昼
食
は
、
各
自
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

定
員
　
５
人

対
象
者
　
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

３
年
以
内
に
墓
を
建
立
で
き
る
人
。

１
世
帯
に
つ
き
１
人
に
限
り
ま
す
。

募
集
区
画
数
お
よ
び
使
用
料

受
付
期
間
　
１
月
31
日
(水)
ま
で

※
土
・
日
曜
日
を
除
く
。

受
付
場
所
　
市
民
課

３
番
窓
口

申
込
方
法
　
印
鑑(

認

印
可)

を
持
参
し
、

申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
抽

選
し
、
使
用
者
を
決
定
し
ま
す
。

抽
選
日
時
　
２
月
５
日
(月)
　
午
後
７
時

抽
選
会
場
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー(

府

中
一
丁
目)

募

集

募

集

係

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

　
施
設
管
理
事
業
団

 

1(

２
４)

３
７
１
２

多 重 債 務
無 料 相 談 会
多 重 債 務
無 料 相 談 会
多 重 債 務
無 料 相 談 会

とき　１月27日(土)

　午後１時～５時　

ところ　

　武生商工会議所(塚町)

問合先　県司法書士会

　総合相談センター　

　10776 (30 ) 0771

と
き
　
２
月
15
日
(木)
　
午
後
１
時
〜

３
時

と
こ
ろ
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー(

府

中
一
丁
目)

対
象
　
母
子
家
庭
の
人

内
容
　
県
就
業
支
援
相
談
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。 

費
用
　
無
料

　
県
労
働
委
員
会
で
は
、
労
働
者
と

使
用
者
と
の
間
で

生
じ
た
解
雇
や
配

置
転
換
な
ど
の
ト

ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、

迅
速
・
円
満
に
解

決
す
る
た
め
の
手

助
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

内
容
　
労
働
問
題
に
詳
し
い
委
員
が
、

労
使
双
方
か
ら
話
を
聞
き
、
解
決

を
図
り
ま
す
。

費
用
　
無
料

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

県
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す

消
費
者
セ
ン
タ
ー
1(

２
２)

３
７
７
３

　
商
品
な
ど
に
関
す
る
調
査
活
動
や
、

消
費
者
行
政
に
意
見
・
要
望
を
述
べ

る
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
　
市
内
に
住
ん
で
い
る
20

歳
以
上
の
人

募
集
人
数
　
９
人(

定
員
に
な
り
し

だ
い
締
め
切
り)

任
期
　
４
月
１
日
(日)
〜
平
成
20
年
３

月
31
日
(月)

応
募
方
法
　
消
費
者
セ
ン
タ
ー
に
直

接
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
土
・
日
曜
日
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

応
募
締
切
　
１
月
31
日
(水) 

応
募
先
　
消
費
者
セ
ン
タ
ー(

セ
ン

チ
ュ
リ
ー
プ
ラ
ザ
１
階)

応
募
資
格
　
市
内
に
住
ん
で
い
る
65

歳
ま
で
の
健
康
な
人

募
集
人
数
　
若
干
名

勤
務
内
容
　
公
園
の
清
掃
お
よ
び
施

設
の
管
理

勤
務
時
間
　
午
前
８
時
半
〜
午
後
５

時
15
分
、
午
後
５
時
〜
10
時

任
期
　
４
月
１
日
(日)
〜
11
月
30
日
(金)

応
募
方
法
　
市
販
の
履
歴
書
を
直
接

持
参
す
る
か
郵
送
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※
土
・
日
曜
日
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

応
募
締
切
　
１
月
25
日
(木)
　
午
後
５

時
必
着(

郵
送
の
場
合
、
当
日
消

印
有
効)

応
募
先
　

　
施
設
管
理
事
業
団

　(

文
化
セ
ン
タ
ー
内)

　
〒

915
│

０
８
３
２
　

高
瀬
二
丁
目
３
│

３

越前市広報1月15日号 14

高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅

「
藤
の
杜
」が
完
成

 

建
築
住
宅
課 

1(

２
２)

３
０
７
４

防
災
気
象
講
演
会
を
開
催
し

ま
す

　
福
井
地
方
気
象
台

1
０
７
７
６(

２
４)

０
０
６
９

と
き
　
２
月
５
日
(月)
　
午
後
１
時
半

〜
４
時
半

と
こ
ろ
　
福
井
県
庁(

福
井
市)

テ
ー
マ
　
減
災
に
つ
な
が
る
地
域
の

防
災
力
の
向
上

申
込
方
法
　
福
井
地
方
気
象
台
ま
で

直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

定
員
　
１
０
０
人

参
加
費
　
無
料

と
こ
ろ
　
北
府
三
丁
目

戸
数
　
26
戸

※
２
月
上
旬
の
内
覧
会

後
に
、
申
し
込
み
を

受
け
付
け
ま
す
。 

も
り



催
し
・
講
座

催
し
・
講
座

水
道
料
金
協
議
会
委
員
を

募
集
し
ま
す

水
道
課 

1(

２
２)

７
９
１
８

公
民
館
主
事
を

募
集
し
ま
す

生
涯
学
習
課 

1(

２
２)

３
９
７
７

エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
交
流
セ
ン
タ
ー

催
し
物
参
加
者
募
集

申
込
・
問
合
先
　
1(

２
８)

１
１
２
３

●
牧
田
和
典「
自
然
写
真
展
」

と
き
　
４
月
22
日

（日）
ま
で

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

入
場
料
　
無
料

●
講
演
会
「
継
続
可
能
な
社
会
を
実

現
す
る
環
境
教
育
」

と
き
　
２
月
３
日

（土）
　
午
後
３
時
〜

４
時
半

と
こ
ろ
　
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー(

ア
ル
・

プ
ラ
ザ
武
生
４
階)

入
場
料
　
無
料

冬
季
市
民
体
育
大
会
を
開
催

市
体
育
協
会 

1(

２
３)

６
２
２
２

フ
レ
ン
ド
パ
ー
ク
た
け
ふ

(

武
生
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム)

受
講
生
募
集

申
込
・
問
合
先
　
1(

２
４)

０
４
４
４

※

申込・問合先　ワークメイト　1(２３)６８５５申込・問合先　ワークメイト　1(２３)６８５５

時 間 受講料コース名 期間 (土・日・祝日を除く） 開催曜日

パソコン講座　　各コースとも定員20人(受講料にテキスト代を含む)

イラストレーター入門

ワード2003初級

エクセル2003初級

エクセル2003初級

1/22B ～ 2/ 5B

1/29B ～   31D

2/  5B ～     7D

2/  6C ～   27C

19：00～21：00

9：00～16：00

19：00～21：00

月・水曜日

３日連続

火・木曜日

6,000円

8,000円

ワークメイトからのお知らせワークメイトからのお知らせ

万
葉
菊
花
園
だ
よ
り

申
込
・
問
合
先
　
1(

２
７)

７
８
０
０

●
山
野
草
の
立
春
展

と
き
　
２
月
９
日
(金)
〜
12
日
(月)

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
半

※
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

内
容
　
初
春
を
感
じ
さ
せ
る
山
野
草
盆

栽
を
約
80
鉢
展
示
、
栽
培
に
つ
い
て

の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど

入
場
料
　
無
料

八
ッ
杉
森
林
学
習
セ
ン
タ
ー

【
冬
期
休
館
の
お
知
ら
せ
】

期
間
　
３
月
14
日
(水)
ま
で

問
合
先
　
農
林
整
備
課

　
1(
２
２)

３
０
０
８

と
き
　
１
月
28
日
(日)
　

と
こ
ろ
　
カ
ド
ハ
ラ

ス
キ
ー
場(

大
野
市)

競
技
内
容
　
ス
キ
ー
、

大
回
転
１
走(

地
区
対
抗
戦)

そ
の
他
　
雪
不
足
や
天
候
状
況
に
よ

り
、
大
会
が
中
止
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

応
募
資
格
　
満
20
歳
か
ら
58
歳
以
下

の
健
康
な
人
で
、

生
涯
学
習
・

ま
ち
づ
り
な

ど
の
活
動
に

熱
意
の
あ
る
人
。

住
所
や
学
歴
、

性
別
は
問
い

ま
せ
ん
。

募
集
人
数
　
１
人

勤
務
時
間
　
週
40
時
間(

午
前
９
時

〜
午
後
10
時
の
間
で
変
則
勤
務
）

採
用
期
間
　
４
月
１
日
(日)
〜
平
成
20

年
３
月
31
日
(月)

※
社
会
保
険
制
度
が
あ
り
ま
す
。

勤
務
場
所
　
市
内
地
区
公
民
館 

応
募
方
法
　
「
こ
れ
か
ら
の
公
民
館

事
業
に
期
待
す
る
こ
と
」
を
レ
ポ

ー
ト
用
紙
２
枚
程
度
に
書
き
、
市

販
の
履
歴
書
に
添
え
て
、
直
接
持

参
す
る
か
郵
送
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※
土
・
日
曜
日
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

応
募
締
切
　
１
月
31
日
(水) 

午
後
５

時
必
着(

郵
送
の
場
合
、
当
日
消

印
有
効)

選
考
方
法
　
レ
ポ
ー
ト
審
査
と
面
接

選
考
会
　
２
月
中
旬

応
募
先
　
生
涯
学
習
課(

分
庁
舎
１
階)

　
〒

915
│

８
５
３
０(

住
所
不
要)

●
バ
レ
ン
タ
イ
ン

　
チ
ョ
コ
作
り
講
座

と
き
　
２
月
８
日
(木)
　

　
午
後
６
時
半
〜
９
時

材
料
費
　
１
０
０
０
円

定
員
　
12
人

と
き
　
１
月
26
日
(金)
　
午
後
７
時
〜

９
時

と
こ
ろ
　
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー(

ア
ル
・

プ
ラ
ザ
武
生
４
階)

テ
ー
マ
　
「
格
差
・
暮
ら
し
・
健
康

　
〜
変
わ
り
行
く
日
本
社
会
の
中

で
考
え
る
〜
」

講
師
　
松
田
亮
三
氏(

立
命
館
大
学

産
業
社
会
学
部
助
教
授
、
医
師)

そ
の
他
　
託
児
あ
り(

無
料
、
要
予
約)

受
講
料
　
無
料

定
員
　
30
人

Ｇ
カ
レ
ッ
ジ「
少
子
高
齢
化
時
代

の
格
差
を
考
え
る
シ
リ
ー
ズ
e
」

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

あ
ん
だ
ん
て
1(

２
４)

４
４
４
６

ま
つ 

だ  

り
ょ
う
ぞ
う

ま
き 

た 

か
ず
の
り

　
水
道
料
金
の
改
定
な
ど
を
検
討
す

る
水
道
料
金
協
議
会(

15
人
以
内
で

構
成)

の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
　
市
内
に
住
ん
で
い
る
20

歳
以
上
の
人
で
、
水
道
事
業
に
関

心
の
あ
る
人

募
集
人
数
　
１
人

応
募
方
法
　
「
水
道
事
業
に
関
す
る

意
見
や
考
え
方
」
を
４
０
０
字
程

度
に
ま
と
め
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
性
別
、
職
業
、
電
話
番
号
を

記
入
し
、
直
接
持
参
す
る
か
郵
送
、

ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー

ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
用
紙
は
自
由
で

す
が
、
で
き
る

限
り
Ａ
４
サ
イ

ズ
に
し
て
く
だ

さ
い
。

応
募
締
切
　
２
月
15
日
(木) 

(

郵
送
の

場
合
、
当
日
消
印
有
効)

選
考
方
法
　
選
考
会
で
決
定
後
、
本

人
に
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

そ
の
他
　
会
議
は
４
月
か
ら
６
回
程

度
開
催
し
ま
す
。

応
募
先
　
水
道
課(

分
庁
舎
１
階)

　
〒

915
│

８
５
３
０(

住
所
不
要)

　
Ｆ
Ａ
Ｘ(

２
５)

４
６
６
６

　
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　su
id

o
u
@

city
.e

ch
ize

n
.lg

.jp
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こころとからだの健康づくりこころとからだの健康づくりこころとからだの健康づくり

開催場所　福祉健康センター(アル・プラザ武生４階)

●チャレンジ教室(生活習慣病予防の運動)
・ゆったりコース(第２・４水曜日)
　とき　１月24日d、２月14日d　
　　　　  午前９時半～11時
・元気コース(第１・３水曜日)
　とき　２月７日d　
　　　　  午前９時半～11時

●いきいき運動広場(自主的に運動できる部屋を開放)
　とき　２月２日f、９日f、16日f　午前９時～11時

●こころのテレビ電話相談
　(要予約、心療内科医による相談）
　とき　２月20日c　
　　　　午前９時～正午、午後２時～５時

●こころの相談(要予約)
　とき　１月26日f　午後１時半～４時半
　　　　２月９日f　午後５時～８時

●こどもの発達相談(要予約)

　とき　２月19日b　午後１時～５時
●２カ月児セミナー
　とき　２月19日b　午後１時10分～30分

●１歳６カ月児健康診査
　とき　１月24日d、２月７日d、21日d
　　　　  午後１時半～２時半

●３歳児健康診査
　とき　１月25日e、２月８日e、22日e
　　　　  午後１時～２時半

●育児相談(１歳未満の乳児)
　とき　２月５日b　午前９時半～10時半

●離乳食教室(１歳未満の乳児)
　とき　２月５日b
　　(初期) 午前10時～　(中・後期) 午前11時～

 開催場所　社会福祉センター(杉尾町)

●こころの相談室(要予約)　1(４２)３９３９
　とき　１月22日b、29日b、２月５日b、19日b
　　　　  午前10時～午後４時

●はつらつ教室(転倒予防の健康体操など)
　とき　１月22日b　午前９時半～11時

●すこやかサロン(乳幼児)
　とき　２月16日f　午前10時～11時

問合先　健康増進課　1(２４)２２２１

▲
「
わ
た
し
の

健
康
記
録

手
帳
」

保

健

保

健

３
歳
児
親
子
歯
っ
ぴ
ー
教
室

歯
科
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
　

1(

２
２)

１
０
２
０

目
標
達
成
で
健
康
ト
ラ
イ

「
達
成
証
」を
も
ら
お
う
！

健
康
増
進
課 

1(

２
４)

２
２
２
１

国
民
健
康
保
険
の
人
間
ド
ッ
ク

募
集
定
員
に
余
裕
が
あ
り
ま
す

保
険
年
金
課 
1(

２
２)

３
０
０
２

　
親
子
歯
磨
き
チ
ェ
ッ
ク
と
３
歳
児

フ
ッ
素
無
料
塗
布
を
行
い
ま
す
。

対
象
　
３
歳
児
健
康
診
査
受
診
児
と

そ
の
保
護
者�

と
き
　
１
月
30
日
(火)

と
こ
ろ
　
歯
科
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
　
３
歳
児
健
康
診
査
受
診
の

と
き
に
配
布
す
る
フ
ッ
素
塗
布
無

料
券
と
歯
ブ
ラ
シ

対
象
　
30
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険

加
入
者(

国
民
健
康
保
険
税
を
完

納
し
て
い
る
世
帯
に
限
り
ま
す)

定
員
　
１
泊
２
日
ド
ッ
ク
　
若
干
名

　
１
日
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
　
若
干
名

人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
日

　
３
月
31
日
(土)
ま
で

実
施
場
所
　
市
内
の
医
療
機
関

申
込
方
法
　
医
療
機
関
で
受
診
日
を

予
約
後
、
印
鑑
お
よ
び
国
民
健
康

保
険
証
を
持
参
の
う
え
、
保
険
年

金
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

個
人
負
担
　
料
金

か
ら
、
市
助
成

金(

１
泊
２
日
ド

ッ
ク
５
万
円
、

１
日
ド
ッ
ク
・

脳
ド
ッ
ク
３
万
円)

を
差
し
引
い

た
金
額
を
、
当
日
、
医
療
機
関
に

支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間
　
３
月
30
日
(金)
ま
で

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
、
締
め
切
り

ま
す
。

休
日
診
療
に
つ
い
て

1
０
１
２
０(

２
４)

４
８
９
４
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健
康
ト
ラ
イ
宣
言
で
、
自
分
の
目

標
ポ
イ
ン
ト
を
達
成
し
た
人
は
、
手

帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
後
日
、
達
成
証
を
渡
し
ま
す
。

受
付
時
間
　
午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

受
付
場
所
　
健
康
増
進
課(

ア
ル
・

プ
ラ
ザ
武
生
４
階)

持
っ
て
く
る
も
の 

「
わ
た
し
の
健
康

記
録
手
帳
」



男女の問題

●性差などによるいろんな悩み相談
・男女平等オンブッド(アル・プラザ武生)

　1(２２)３６６８

　毎週月～金曜日、毎月第１土曜日

　午前10時～午後５時

　　※労働相談
　　毎月第１土曜日　午後１時～４時

　　毎月第３金曜日　午後５時～８時

　電子メールアドレス

　ombud@city .ech izen . lg . jp

●女性相談
・児童福祉課　1(２２)３００６

　水曜日　午前９時～午後５時

子育て

●家庭児童相談室・ひとり親家庭相談
・児童福祉課　1(２２)３００６

　月～金曜日、午前８時半～午後５時

●児童養護に関する相談
　(緊急の場合は夜間でも受け付けます)
・児童家庭支援センターたけふ「ポケット」

　1(２２)３０７７

　毎日、午前９時～午後５時半

●子育て相談(地域子育て支援センター)
・ＮＰＯ法人 子どもセンター

　「ピノキオ」(アル・プラザ武生)

　1(２３)８２１１

　毎日(休日も)、午前９時～午後５時

・「フォルマシオーン」(国高保育園内)

　1(２３)６３１８

　月～金曜日、午前９時～午後５時

・「いまだて」(粟田部保育園内)

　1(４２)２５１１

　月～金曜日、午前９時～午後５時
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こころ

● なごみ電話(こころの悩み)
　1(２５)７５６４

　月～金曜日　午前８時半～午後５時

● ヤングテレフォン
　1(２３)６６９９

　月～金曜日　午前８時半～午後５時

●知的障害者の相談(要予約)
・社会福祉課　1(２２)３００４

　第２水曜日　午後１時半～４時

●心配ごと相談
・社会福祉協議会武生事務所

　(アル・プラザ武生)

　1(２２)８５００

　火曜日　午後１時半～４時

職業・労働

●高年齢者職業相談室
　1(２４)５７７７

　月～金曜日　午前８時半～午後５時

　※受付は午後４時半まで

●若者対象の就職相談など
・ミニジョブカフェ武生

　1(２３)７０４６

　火・木曜日　午前10時～午後５時

　●市民相談電話
　　1(２２)１１２２
　　毎週月～金曜日
　　午前８時半～午後５時15分

　どこに電話すればいいのか
わからない場合は、こちらへ
問い合わせてください。

　どこに電話すればいいのか
わからない場合は、こちらへ
問い合わせてください。

　「閑月の苑」は、後継者のいない人の共同納骨塚
です。納骨供養料は一霊につき１０万円からです。
　宗教・宗派に関係なく、どなたでも御利用いた
だけます。

かんげつ　　　 その

くらし

●行政相談　

・生涯学習センター(府中１丁目)

　1(２２)３００５

　第１・３月曜日、午後１時半～４時

・社会福祉センター(杉尾町)

　1(４３)８８８８

　第２水曜日　午後１時半～４時

●人権相談
・生涯学習センター(府中１丁目)　

　1(２２)３００５

　第１月曜日　午後１時～４時

　第３金曜日　午前９時～正午

●法律相談(電話での相談、受け付
けはできません)

・社会福祉協議会武生事務所(アル・プラザ武生)

　1(２２)８５００

　第１・３木曜日、午前９時半～正午

　午前８時半から受付(定員10人)

●消費生活相談
・消費者センター(センチュリープラザ)

　1(２２)３７７３

　月～金曜日、午前８時半～午後５時

●結婚相談
・生涯学習センター(府中１丁目)

　1(２２)３００５　

　第１・２・３水曜日　午後１時～４時

　第４土曜日(本人のみ)　午後１時～４時

・社会福祉センター(杉尾町)

　1(４３)８８８８

　第１・３水曜日　午後１時半～４時

健康

●健康相談
・健康増進課　1(２４)２２２１

　月～金曜日、午前８時半～午後５時

今 月 の 広 告
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図書館
だより

問合先問合先

野村  春歌ちゃん

 のむら　　　はるか

(２歳)

♪
♪

次号は２月15日発行

越前市広報１月15日号

【12月１日現在】

◆総人口　 87,684人　
　内外国人　 3,309人　

◆男　 42,903人　
　内外国人　 1,618人　

◆女　 44,781人　
　内外国人　 1,691人　

◆世帯数　 28,818世帯
　内外国人　 2,427世帯　

１月の納税１月の納税

人口人口

　
名
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２
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入
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※
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月
12
日
(月)
は
、
中
央
図
書
館
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開
館
し
ま
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大
き
く
な
っ
た
ら
、
ア
ン
パ
ン

マ
ン
に
な
る
の
が
夢
で
す
！

●武生地区ろうきん友の会切り絵展
　１月16日C～21日A

※現在、源氏物語をテーマにした
　茶わんを展示中です。
　(第33帖「藤裏葉」～第43帖「紅梅」)

開館時間　午前10時～午後６時
　　　　　(入館は午後５時半まで)
入館料　無料
休館日　毎週月曜日と祝日の翌日
※１月～５月の展示申し込みを受け

付けています。

● 冬の館蔵品展「郷土玩具でお正月
　～お正月遊びと十二支のおもちゃ～」
　２月12日Bまで
　内容　こまなど、昔懐かしい
　　　　おもちゃで遊べます

開館時間　午前10時～午後６時
 (入館は午後5時半まで)

入館料　無料
休館日　毎週月曜日と祝日の翌日
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ー
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催
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※
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。

●第46回文化センター寄席
　「上方落語会」
　２月12日B　午後２時～
　料金　1,500円

文化センター文化センター文化センター 1(23)50571(23)5057文化センター

市県民税　　　　　第４期
国民健康保険税　　第７期
介護保険料　　　　第７期

【夜間納税窓口・納税相談日】
と　き　第１・３火曜日

(祝祭日の場合は除く)
および、月末開庁日
午後８時まで

ところ　納税課
口座振替の人は残高の確認を
納税はお早めに

伏見人形「猪乗り狐」横須賀凧「頭切れ」

１月26日は「文化財防火デー」です
先人から受け継がれてきた大切な文化財を、

火災などの災害から地域ぐるみで守りましょう。

●防火対策についてのお願い

・地域ぐるみで文化財の防災体制を整備し、夜間

警備などを実施してください。

・消防、防災設備などの点検整備をしてください。

・文化財の周辺で、喫煙やたき火はしない。

・文化財周辺を整理・整とんし、たき火跡や不審な人を見かけたときは、

消防署や警察署に連絡してください。

　　●消防訓練を１月21日(日)に実施します

　　　・武生地区　宝円寺(高瀬一丁目)　　　午前８時50分～

　　　・今立地区　ふるさとの家(花筐公園)　午前９時～

問合先　南越消防組合消防本部予防課　1(２１)８８６５

ほうえんじ

◆越前市のホームページアドレス
　http://www.city.echizen. lg . jp
◆編集・発行　 越前市秘書課広報広聴室

〒915-8530 越前市府中一丁目13-7�
10 7 7 8（ 2 2 ）3 4 2 8

※越前市は環境マネージメントシステム

ISO14001自己適合宣言を行っています。
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ギャラリー叔羅ギャラリー叔羅ギャラリー叔羅ギャラリー叔羅
しくらしくら

公会堂記念館公会堂記念館公会堂記念館公会堂記念館 1(21)39001(21)3900

催し物情報催し物情報催し物情報

1(23)58111(23)5811

●市長室ホットラインファックス
　FAX(２２)９９７７
●市民相談電話　1(２２)１１２２
●提案箱「あなたの声」
　・市役所正面玄関ロビー
　・今立総合支所正面玄関ロビー
●電子メールアドレス
　koutyou@city .ech izen . lg . jp　




